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こ
ん
な
と
き
は
、
届
出
が
必
要

で
す
。

①　

歳
に
な
っ
た
と
き

２０
②
転
職
・
退
職
し
た
と
き

③
配
偶
者
の
被
扶
養
者
（
第
３
号

被
保
険
者
）
で
な
く
な
っ
た
と

き
④
住
所
・
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き

▽
手
続
き

　

次
の
も
の
を
持
参
の
上
、
市
民

課
市
民
係
ま
た
は
各
総
合
支
所
市

民
生
活
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

①
異
動
等
の
日
付
が
わ
か
る
も
の

　

（
離
職
証
明
書
、
扶
養
資
格
喪

　

失
証
明
書
等
）

②
年
金
手
帳

③
認
め
印
鑑

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
平
成　
１８

年
４
月
分
か
ら
月
額
１
３
、
８
６

０
円
と
な
り
、
平
成　

年
度
の
月

１７

　
　

歳
に
到
達
さ
れ
た
学
生
の
方

２０
は
、
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
学
生
の
た
め

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
難
し

い
場
合
は
、
卒
業
後
に
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
で
き
る
「
学
生
納

付
特
例
制
度
」
を
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

▽
対
象
と
な
る
学
生

　

対
象
校
の
指
定
を
受
け
て
い
る

大
学
、
大
学
院
、
短
大
、
高
等
学

校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校

お
よ
び
各
種
学
校
そ
の
他
の
教
育

施
設
等
に
在
学
す
る　

歳
以
上
の

２０

学
生
や
生
徒
で
、
学
生
本
人
の
前

年
所
得
額
が
１
１
８
万
円
以
下
の

方
が
対
象
で
す
。
ま
た
、
夜
間
・

定
時
制
課
程
、
通
信
制
課
程
の
学

生
や
生
徒
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
一
部
対
象
と
な
ら
な
い
学
校
も

あ
り
ま
す
。

▽
承
認
を
受
け
る
と

　

４
月
（
も
し
く
は
国
民
年
金
に

《
問
合
せ
》

▽
兵
庫
社
会
保
険
事
務
局
豊
岡

事
務
所
（
豊
岡
市
泉
町
）

　

�　

－

３
１
９
６

２２

▽
市
民
課
市
民
係
ま
た
は
各
総

合
支
所
市
民
生
活
課

異
動
が
あ
っ
た
ら
、
国

民
年
金
の
手
続
き
を
お

忘
れ
な
く

額
保
険
料（
１
３
、５
８
０
円
）と

比
較
し
て
２
８
０
円
の
引
き
上
げ

と
な
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
平
成

　

年
度
ま
で
毎
年
２
８
０
円
（
平

２９成　

年
度
価
格
）
ず
つ
引
き
上
げ

１６
ら
れ
、
最
終
的
に
平
成　

年
以
降

２９

は
、
月
額
１
６
、９
０
０
円（
平
成

　

年
度
価
格
）
に
固
定
さ
れ
る
予

１６定
で
す
。

※
「
平
成　

年
度
価
格
」
と
は
、

１６

平
成　

年
度
時
点
の
賃
金
水
準
を

１６

基
準
と
し
て
価
格
表
示
し
た
も
の

で
す
。
実
際
の
保
険
料
は
、
平
成

　

年
度
以
降
の
賃
金
の
変
動
に
応

１６じ
て
改
定
し
た
額
と
な
り
ま
す
。

加
入
い
た
だ
く
月
）
か
ら
翌
年
３

月
ま
で
の
学
生
で
あ
る
期
間
の
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
学
生
納
付
特
例
期
間
中

に
障
害
や
死
亡
の
不
慮
の
事
態
が

起
こ
っ
た
場
合
、
障
害
基
礎
年
金

や
遺
族
基
礎
年
金
の
支
給
を
受
け

る
た
め
に
必
要
な
保
険
料
納
付
済

期
間
と
し
て
算
入
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受

け
る
た
め
に
必
要
な
保
険
料
納
付

済
期
間
と
し
て
は
算
入
さ
れ
ま
す

が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ

ん
。
満
額
の
年
金
額
を
受
け
取
る

た
め
に
は
、
保
険
料
を
さ
か
の

ぼ
っ
て
納
め
る
、
い
わ
ゆ
る
「
追

納
」
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

学
生
納
付
特
例
が
承
認
さ
れ
る

と
納
期
限
後　

年
以
内
で
あ
れ
ば

１０

追
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

納
期
限
後
に
経
過
し
た
期
間
に
応

じ
て
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す

の
で
、
卒
業
後
な
る
べ
く
早
い
時

期
に
追
納
し
ま
し
ょ
う
。

▽
申
請
が
遅
れ
た
ら

　

学
生
納
付
特
例
の
対
象
期
間
は
、

４
月
（
も
し
く
は
国
民
年
金
に
加

入
い
た
だ
く
月
）
か
ら
翌
年
３
月

ま
で
で
す
。
申
請
が
遅
れ
、
承
認

さ
れ
る
前
の
期
間
は
、
保
険
料
を

納
め
て
い
な
け
れ
ば
「
未
納
期

間
」
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
間
に
事
故
や
病
気
で
障
害

が
残
っ
て
も
障
害
基
礎
年
金
は
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。
引
き
続
き
承
認

を
受
け
よ
う
と
す
る
方
は
、
毎
年

申
請
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
の
で
、

お
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
注
意
く
だ

さ
い
。

▽
申
請
手
続
き

　

市
民
課
市
民
係
ま
た
は
各
総
合

支
所
市
民
生
活
課
窓
口
に
備
え
付

け
の
「
学
生
納
付
特
例
申
請
書
」

に
必
要
事
項
を
記
入
、
押
印
の
上
、

学
生
証（
表
・
裏
）の
写
し
、
ま
た

は
新
年
度
の
在
学
証
明
書
を
添
え

て
提
出
く
だ
さ
い
。
な
お
、
平
成

　

年
１
月
１
日
以
降
に
他
市
町
村

１８か
ら
転
入
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、

前
住
所
地
の
市
町
村
が
発
行
し
た

所
得
課
税
証
明
書
を
持
参
く
だ
さ

い
。

国
民
年
金
の
保
険
料
が

変
わ
り
ま
す

学
生
の
皆
さ
ん
、
学
生

納
付
特
例
を
ご
存
じ
で

す
か
？


